	仁和寺なる法師（徒然草　第五二段）

	仁和寺なる法師、年寄るまで eq \o(\s\up 11(いわしみず),石清水)を拝まざりければ、心憂く覚えて、ある時 eq \o(\s\up 11(おもい),思ひ)立ちて、ただひとり徒歩より eq \o(\s\up 11(もうで),まうで)けり。
	仁和寺にいたある法師が、年をとるまで石清水八幡宮にお参りしたことがなかったので、残念に思って、ある時思い立って、ただ一人徒歩でお参りした。

	極楽寺、高良などを見て、かばかりと心得て、帰りにけり。
	極楽寺や高良神社などを見て、これだけと思いこんで帰った。

	さて、 eq \o(\s\up 11(かたえ),かたへ)の人に eq \o(\s\up 11(あい),あひ)て、
	さて、寺へ帰ってから仲間に向かって、

	「年ごろ eq \o(\s\up 11(おもい),思ひ)つること、果たしはべりぬ。
	「長年の間願っていたことを果たしました。

	聞きしにもすぎて、尊くこそ eq \o(\s\up 11(おわし),おはし)けれ。
	聞いていた以上に厳かでいらっしゃった。

	そも、 eq \o(\s\up 11(まいり),まゐり)たる人ごとに、山へ登りしは、何事かありけむと、ゆかしかりしかど、神へ eq \o(\s\up 11(まいる),まゐる)こそ本意なれと eq \o(\s\up 11(おもい),思ひ)て、山までは見ず。」とぞ eq \o(\s\up 11(いい),言ひ)ける。
	それにしても、お参りする人の誰もが山へ登っていったのは（山の上に）何かあったのでしょうか。知りたかったけれど、神にお参りするのが本来の目的であると思って、山（の上）までは見ませんでした。」と言った。

	少しのことにも先達はあらまほしきことなり。
	ちょっとしたことにもその道の案内者はあってほしいものである。


仁和寺なる法師（徒然草　第五二段）

	◆次の言葉を現代かなづかいに直しなさい。

①まうでけり　（　　　　　　　）

②かたへ　　　（　　　　　　　）

③おはしけれ　（　　　　　　　）

④まゐりたる　（　　　　　　　）

◆古典に出てくる次のことばの読みを答えなさい。

①徒歩　　　　（　　　　　　　）

②本意　　　　（　　　　　　　）

③心憂し　　　（　　　　　　　）


	◆次のことばの意味を答えなさい。

①～なる…　　　　（　　　　　　　　）

②心憂し　　　　　（　　　　　　　　）

③まうでける　　　（　　　　　　　　）

④かばかりと　　　（　　　　　　　　）

⑤かたへのひと　　（　　　　　　　　）

⑥年ごろ　　　　　（　　　　　　　　）

⑦果たしはべりぬ　（　　　　　　　　）

⑧聞きしにもすぎて（　　　　　　　　）

⑨おはしけれ　　　（　　　　　　　　）

⑩そも　　　　　　（　　　　　　　　）

⑪ゆかし　　　　　（　　　　　　　　）

⑫本意　　　　　　（　　　　　　　　）

⑬先達　　　　　　（　　　　　　　　）

⑭あらまほし　　　（　　　　　　　　）


仁和寺なる法師（徒然草　第五二段）

	◆次の言葉を現代かなづかいに直しなさい。

①まうでけり　（　もうでけり　）

②かたへ　　　（　かたえ　　　）

③おはしけれ　（　おわしけれ　）

④まゐりたる　（　まいりたる　）

◆古典に出てくる次のことばの読みを答えなさい。

①徒歩　　　　（　かち　　　　）

②本意　　　　（　ほい　　　　）

③心憂し　　　（　こころうし　）


	◆次のことばの意味を答えなさい。

①～なる…　　　　（　～にいた…　　）

②心憂し　　　　　（　残念だ　　　　）

③まうでける　　　（　お参りをした　）

④かばかりと　　　（　これだけだと　）

⑤かたへのひと　　（　仲間　　　　　）

⑥年ごろ　　　　　（　長年の間　　　）

⑦果たしはべりぬ　（　果たしました　）

⑧聞きしにもすぎて（聞いていた以上に）

⑨おはしけれ　　　（　いらっしゃった）

⑩そも　　　　　　（　それにしても　）

⑪ゆかし　　　　　（　知りたい　　　）

⑫本意　　　　　　（　本来の目的　　）

⑬先達　　　　　　（　その道の案内者）

⑭あらまほし　　　（　あってほしい　）


